
腐植庆深く 3:で侵入していろことか見;受け玲nた。

淹のU岖の土U酒t•莖明仙:也・のは副戈にはちかいがあるが,前キと同技にポドゾル化寸 

うけてI、た。ただ拈枕の役入,或心はどではないようであった。

これらの土3の性賞を證附るために0下分析を繼続中であろ(

6 こんごの問跆点

1-間理地における::!桎的な天然更新産の研究

2.天下I・孫乍業にわける除草剤の孝入

5.あ寒炮土あ初性搖を化学的に追求し,母材と枚密て.tろ彤密,汶採纽の行福か土心にがよぼ 

す彩留などを通して,この柩土4为;分布すろ森林の取扱いの土づ学的辩明

4.的年度からの継続として針均折折生衡］;の後継浏としての以眾法の孫立

7 構造用材の品等区分に関する研究

1試験担当者

材料科授:加柄孟

强度研究室:山井良三％,高見 刃,近靖孝ー•中井 孝

製材研究室.:鈴木 寧•山口喜弭太,修山経推,田所厚一事

材質研究宝:須摊影司•中川伸策•斉洛久夫.小田正一,孜松賴生.石脈血春

2 腱験目的

近年,木材の需變構造にはきわめて若しい2£イ8:おこっており.木材価捂の敬9にともないそ 

の消費分野においては他の生注材との競合があらわれてい3木材便用能忍半をしめる建築材 

の分野においても・建築様式の変化,大工收の微波などを,背解として,この現象はとくに微し 

さを加えてなり,その結果は林業にち、ける木材の再生酮てたいして心:な危機惑を生じていろ。

木材訳妥面にあらわれているかかるを克蛆していくためには・各分野こおける木材の安定 

した需妥を確保し,用途に適した木材の合理的利用をはかることが必優で,らるが,そのためには 

木材の用途にたいする性能を明蹄にし・その品劉にたいする信頼度を高時るための措置力:とくに 

朮要であることは云う建でもない.

かかる浏財ら,この研究は建築用材にたいしてその実用的な品質(強度的性能およぴ外硯的 

な化姓価値)の度付けをお・こない,その標堆化をはかるための根拠を確立することをねらいとし 

てい瓦

3 前年度までの経百とえられた結果

昭和4 〇年•現行の用材の日本農林規格の改IEにあたって,需要者測からの構造用材にたいす 

る強哽的な品,等区分をとり人れることを要求され・族ず,そのために必耍な節の設示法»平均年 

榆矯,繊維傾斜度の測疫,表示法,構造用材としての眸容限界をきめるための市販材の抽出調 

形:おこなわれた〇

Uれらの結果にもとづいて•局部的ではあるカ:用材の日本理林财を訂正し,そのなかに1部 

強度的左品等区分法を取り入れたJ

4 41年度の試臉計画

41年度は従来の経過に引続き・アカマツ平角についての欠点要素と強度低波率との関係をあ 

さらか夜するため実大怖度試験と無欠点小試片による弥度試駁を權続し資科の果績を行ない•こ 

れと併行して市場仕分け品を抽出調査し,慣行的に行没われている仕分け法とJ ASによる仕分



け法および技度的晶等仕分け品の観の相互オ宿点おるいは调垫稣を曲时する。

5 41年度の弑験経過と結果

(AJ強度的品等区分に期する研究

笠間営林署骨内で採材したアカマツ平角1Q2本につい 夹大の曲げ試双をおこなった.

主なる浚討小項は果の副性わxぴ価度と生物学的欠点の,らわれ方との梢刃羽係であるが, 

材面｛ておけるあらわれ方をつぎの3つの場合に区分して険討・することにし&

(I)狭い面と広い面

HI)梁の巾および四に関して4等分した場合の両縁1/4区間と中央1/2区問

UH)梁の長さ方向に3等分した笏台・の中央1/3区間と両端1/3区間

このほか•実大試験終了该の非嫩戒部分より無欠点の小試魏片を木取り,その剛性や舔度を 

求め,両者の比較から欠点をもつ平角の低滅率を喚对中である。

実大曲げ試整方法は4点荷衝方式を跪用し,スパン(支点距離)を3 6 0C故定め.3等分 

点に負荷し・純みは中央1/3区冏に対するものと・スパン全休に対するものとを渊定した 

この方式では中央1/う区曲(12 Om)にあ、ける曲げモーメントが一定であるので•そのメ間 

内にあらわれる欠点妥彼と倫埋性能の関係が比較的明りょうに評価できる特長がある。准た, 

荷匝点から支点Kむかって曲げモーメントは比例的に低減するが,この区間にいちじるしい欠 

点がある耳疮はその部分で堰城することも予您される,これらの觀点から笑大曲げ試數勿後 

その婀a形悪を的べ.写真に記録した(写真参照)。•また,あ度性能忆関係する含水率や菇礎 

材質の影容を後討するため・破捐箇所の近傍から含水率分布測定用の木口板と年輪・成伽定用 

の木口板を採取した。

さらに,実大材の非戚煤部上・り2. 5 X 2. 5 X 4 〇颁の無欠点曲げ試雄片を木取り•J I Sに 

準じて試駿を行ない,ヤング保数.比例限怖ざ•曲げうすさなどを測定し佑

これらの一連の強度試験の結染はなあ、縫続険討中であるが,中間的な結果としてえられた事 

項は次のとかりであ冬»

H)市听材・■!»<£ぴ笠間産材の実大曲げ鼓さの頫既分布を図1,2 • 3に示す。市初材の場合は 

主として心剖りの平角であるが,迎間凍材は心持ち・心削り・心去りの平冈で曲る,曲げ強 

の範囲は市既材で7 6〜4 9 4 K”:帯,笠問座初"で15 1 — 6 5 6 Kダ編 である,アカマ5 

の短期除容応力既は普通構造材で18 〇阮/耕であるが.安全率を無視し,単に3/ 2倍し 

V値(2 7 〇耐/濕)と比救すれば,この値にみた左いものが市收材で約4 7 %,笠間産材 

で約2 2 %であ瓦

—3 8-

図ー1 実大梁の曲げ岐さの累加朔度(市取材•一心訓)

実大梁曲げ強さ焰

図ー2 実大梁の曲げ頒さの累加頻度(笠間眾 

材ー心持・心割・心去)

-89-

実大梁曲げ強さ

図ー 5 実太梁の曲げ殮さ梁加頻度 

(笠間産材)心持材と,&割・ 

心去材の比較
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(II )新に.Iる強咗低微は华,こ材而上の.みかけの節の.ららわれ方のみでなく,有効所而花?欠招 

に依をすると考えられるので,各材面ごとの負從比との相関のみで钊定"r・る〇とはなつかしい’ 

市姑材につき狭い面(A » C )»広い而(B , D )の中央1/ 5区牌’"’、ける果中炳亞比と损 

度比(実大曲げ強さ/無欠点小試靛体曲・尸強さ)が目书関係を図匕•5.6. 7に示す。狭い面 

では両者の間にやや負の相四がみとめられ・る力:•広い面ではほとんど间好がみとめられな. 

とくに館心側に当るD面では全く相宜がないようである。

⑴)織椎傾斜に Xる签变低滅の関係を市販材につき険討したが,强度低滅は緘摧侦斜のみでなく 

他の欠点愛景にも支配されるので,必すしも明確な相阕は仰られなかつナし 狭い面.炒面の 

中央1/3区問における1m当りの嫁推侦斜(％で衣示)と強瓯比の刃係を図8 . 9に示す。

狹八面の撤維侦斜灯:ほとんど影野をあたえていないが.広い面では織椎倾斜が増すにしたがっ 

て強度比が低激する預向がうかがわれる



(IV)心持ち材と,し割;)材(あ去り材もふくむ)の強变性能を笠問注材につ,.•て比我すらと表1 

のごとくななすなわち•心持ち林T.ヤング海敖にあ、いて約1〇紡,刘史密U ・いいて鈴2 〇 

务程度低い結果となっている。

表1 笠司産材の実大甜げ試缱沽樂

ヽ 容临混

只/感

ヤング係故 

1〇’板/温

比例限度 iHi.-r强さ 

綴

心持材 0.5 6 9 6. 6 2 3 1 3 3 〇,

心割材 0.5 6 ! 〇 8. 3 2 8 3 4 1 6

心持/心割 1.0 〇 0.8 9 0.8 2 0.7 9

IV)実大梁の曲げ強さと庶欠点小試片の曲げ地さの関係を市販材につき求め・図1〇に示すJ 

無欠点材の曲げ強さの大き左ものはその実大梁曲げ强さも強く,平均朝度比は約0.3 5であ

(B)市收仕分け品の品質実・頤綢査

スギのひ自わり頊のうち構造«化耕両Jf!途に使用さハている寸法のものについて節・丸身な 

どの欠点のあらわれ方を調査した〇

奈&. •静岡両県で行なった予倦調充の結果Kもとづいて,比較的生産血の多い製品は我2〜5 

のごとくであわた,ただし・潟9<涮纹上のひ巻わり類たとえば・ンキイ・カモイ•スジカイ,等は

-・9 2—
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この調査からはすし此

,二!Xらつうら没拘(主として内部竜作用)と並拘(主として構造用)の両方に仕分られる 

t>©«±. 5.5X4.5S. /：.2X 4.2^.匕•5X4 OS, 4.5X&6CS, 5.6X5. 6^.

5I 〇 X2. 4 cm左どの寸面のもので,史京向けの&品でil.4.5X4. 0のとくに多いこと 

が明らかにな,心

また,それらの地区の製材工岑に対し下記のような項目の聞さとりを実施し製品仕分けの 

煩向を知る一助とした〇

(I )表示導級の名豚とそれらの価格頂位:

(ih無節而の故による等級の有焦,その内訳

(iii)役物にむける丸身の扱い方

(IV) と小節の格付け基华・とくに箇のみかた

(V) 小節の格付け尾準,とくに節のみかた

(vi) 曲物の揺付け志準,とくに丸身のみかた

(vii) 沛•丸身•以外の欠点のうち仕分け等級を左右する類既の高いもの

予備詞充の結果｛くもとづさ,本関齊では・寸而4. 5X4. 0CC7»迅さ5. 6 5 X 4. 0 mのスギ: 

ひきわりを対卑として品知网定金行左うことにし •産地,エK 表示琴級別の冷亦を•市:柿将 

・たは付光問用から抽出購入しな,供湛磯本枝合計6 4 8本(7 2史)で•亡の內訳は表6 〇 

とち、りであ矣

a 6 抽出慄本

工場

•菽

産地

県・

人手法 表示 等級(整河希号と名林)

〇 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 ■
奈良 市充 4面 

無節
〔獭 
無節

1等 
無節

2等 
魚節 上刀飾

2等
切、節

1専

2 〇 付充
丨!
焦節

2等 
無節

1等
切荷

2等
比、節

小節 1尊 2等

3 静岡 市売
勢蠻 

無節

特1等 
艇節

1等 
無谕

待!寺 
k小節

!等

E小牌
即等

4 ク 付光
伽善 
無简

1特 
钢節

特1等 
M筒

1等
M節

待1尊 
小節

1等 
小!®

頤、等 f

5 岩手 市売
!等 丨等

小節
!等 ［就 2善

6 ク 付先 E ［艇

-9 7-



Uれら各ぽ本の各材・面(または各枝)ごとに・諸欠点つり攻状況を湖定し,炎フおよぴ8の

琴の資所をえれ〇

我7 湖およぴそれに说ずる欠点

標本あ口ロロロ 材長:

、z w i j nini xi j nrn kiT

1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 〜5 6

1

2

3

4 I

衣8 丸身,その他の諸欠点

沸あロ口口口 材長:

ゝ y i j ® z j ra 割れ阪 腐れの 
長さ

皿

虫喰い
曲り
%

辺畏 備考
1 3 1 4 1 5 1 3 杼〜 木口 材面 鳩 個数

1

2

3

4

ただし同农にかいて

i =材面(または材縁)の番号

j =欠威の稲類の番号

wi j = 材而iにおける欠点jの吸大実洵径

xij = 紡面iにおける欠点jの雄:大実測長径

kij =材•面iにかける欠点jの個数

y i j -= 材獄i K ”ける火点jによる一代の欠(酸大値)

z j = 欠点j KJ:る辺の欠のill(泣友値)

J =1:威節2 :腐れ貫通湖5 :腐れ節4 :腮れ技節5 :艮倫

6:入皮:やにすじ7 :とぴきず 8 :材而かけ9 :木口かけ

-98-

10： &とび8ず 11:材面長かけ 12:木口&かけ 13 :丸身

14付絲かけ15：木口材林かけ

C.'USO尖湖竹浄上本年度末から來年昭こかけてとりまとめる予定であるがそのうち韻代区 

分には作は竜子,汁鼻:燃こよることとい それに必愛なブログラミングを完了した.

この芯?•計律では現行の日本罷林娜にrる等检区分だけでなく ,衣9 ©!うな6方式4等 

級(一段にはmn等級)の区分で筋・丸身等状(m n )•希??級(m n')およぴ罵比尋級 

(m n〃 )が求められるよう配慮し疋

また・その〕奈,傍径の映幻:係敢”jを表1〇の| , |[・m公、よびIVのように交えた榻合の等 

級四化・欠点7〜I2あるいほ欠点14〜15を考宝したときと無視したときの等級矗などを 

痢Hすることにより各欠点項目の括付け矛級昆及ほす影審が険討される,1

注) •印を付したものは現行J ASに規定された等級と内容が一致する。

.我9 等級の区分形式

X 1 2 3 4 5

1 4而無诸 4面上小節 4面小節 4而小帰並 4而曲

2 3而 : 3面"• う而 " 3而〃 _ 3 面々 _

3 「2而ク 「2面" 「2面〃 「2面う 「2而つ_

4 2面 〇 2而〃 2面Z 2面ク 2班 一

5 !面 ・ 1而〃 1而 〇 1面” !而"

6 一 1善甲, 2等甲・ —

7 1ノ等乙・ 2等乙・ 5等・ 尊外

表10 節径の換算係敬a j

1 2 3 4 5 6 7〜9 1D 〜12 備 考

I 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1-0 1.0 1.0

n 1.0 2.0 1.5 1.5 1.0 1.0 1.5 1.5

fl 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5

IV 1.0 2.0 1.5 0.7 5 0.5 
_______ 1

0.5 1.5 0.7 5 現行JAS

注)欠点jの盘=欠点jの実測從X «j

欠点jの長径=欠氣jの実測艮曲<aj



来年既の叶画

上記の等段判定(現行J a s rc!ろ好級判定も含まれる)を実粉"3

それらの結果からつぎの・£1を涣討する。

I i)表示等級と上ほ恪付等扱との関遅

(li) A示善級と現行JASや級との関連

dii)各彿欠点が現行ja s等級に及泛す影智

(iv)節谀葬係教が現行jas尋級に及ぼす紿e

(V)現行jas亿よる等你の出現頻度分布

6 こんごの問題点

(I)アカマツ平角・スギ平劉材についての宛既試數を縮続し,節•九身等についての強度的品 

宾我示法を検討する。

(ii)心もち,,u去りスギ正角材について,柱材・としての湖變的品再衣示於と,流通市場に・、い 

て行なわれている悟行的な仕分け法,現行・J A Sによる仕分け法の相互四連を涣紂する。

このため兩産スギの代衣的なあ也材のものお!iぴGLと競合您底に•ある米ツガ材を対家とし 

て市販材’の抽出調査をむこなう。

-1 9 〇 —
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